
本
連
合
会
は
六
月
十
二
日
、
東

京
・
市
ヶ
谷
の
私
学
会
館
で
平
成

二
十
四
・
二
十
五
年
度
の
第
一
回

常
任
理
事
会
を
開
い
た
。
冒
頭
、

挨
拶
に
立
っ
た
吉
田
晋
会
長
は
、

国
の
事
業
や
教
育
改
革
等
で
私
立

学
校
軽
視
が
散
見
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
も
の
を
言
う
私
学
と
し
て
、

積
極
的
に
改
善
等
を
行
政

等
に
発
言
し
て
い
く
考
え

を
強
調
、
常
任
理
事
に
引

き
続
い
て
の
協
力
を
要
請

し
た
。

報
告
・
協
議
で
は
、
初

め
に
平
成
二
十
四
・
二
十

五
年
度
の
役
員
人
事
で
五

月
の
理
事
会
、
評
議
員
会

か
ら
権
限
委
譲
さ
れ
た
一

部
の
副
会
長
、
常
任
理
事

及
び
会
長
推
薦
常
任
理
事

の
承
認
と
、
運
営
役
員
等
が
報
告

さ
れ
た
。
各
副
会
長
・
常
任
理
事

の
会
務
分
掌
も
決
定
。
今
年
度
か

ら
新
設
の
「
基
本
問
題
検
討
委
員

会
」
は
今
後
、
委
員
構
成
が
決
定

さ
れ
る
。

続
い
て
平
成
二
十
五
年
度
文
部

科
学
省
概
算
要
求
へ
の
要
望
に
関

し
て
は
、
福
島
事
務
局
長
か
ら
、

六
月
二
十
六
日
に
私
学
助
成
委
員

会
を
開
催
し
要
望
書
案
を
ま
と

め
、
七
月
の
常
任
理
事
会
に
報
告

す
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
説
明
さ
れ

た
。
例
年
、
文
部
科
学
省
が
来
年

度
予
算
の
概
算
要
求
を
財
務
省
に

提
出
す
る
の
は
八
月
末
日
。
今
年

度
に
つ
い
て
は
先
行
き
不
透
明
で

あ
る
と
の
見
通
し
が
説
明
さ
れ

た
。
関
連
し
て
、
経
常
費
補
助
金

の
都
道
府
県
別
生
徒
一
人
当
た
り

単
価
や
校
舎
等
の
耐
震
化
の
た
め

の
補
助
の
状
況
も
報
告
さ
れ
た

が
、
国
の
耐
震
化
補
助
率
が
原
則

三
分
の
一
と
低
い
こ
と
か
ら
、
施

設
の
耐
震
化
に
二
の
足
を
踏
ん
で

い
る
私
立
学
校
が
少
な
く
な
い
こ

と
、
そ
う
し
た
中
で
も
東
京
都
で

は
補
助
率
を
最
大
五
分
の
四
に
し

て
お
り
、
熊
本
県
で
は
新
た
に
改

築
を
補
助
対
象
に
す
る
こ
と
な
ど

が
報
告
さ
れ
た
。
今
年
度
か
ら
本

連
合
会
の
事
業
と
位
置
付
け
ら
れ

た
私
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
基
金
事
業

に
関
し
て
堀
井
基
章
・
総
務
広
報

部
会
長
が
各
都
道
府
県
私
学
協
会

で
、
私
立
中
学
高
校
に
参
加
を
呼

び
掛
け
、
会
員
校
の
増
加
を
図
っ

て
欲
し
い
と
要
請
し
た
。
こ
の
あ

と
、
福
島
事
務
局
長
か
ら
六
月
四

日
の
国
家
戦
略
会
議
で
平
野
博
文

文
部
科
学
大
臣
が
提
案
し
た
「
高

校
早
期
卒
業
制
度
」の
概
要
が
説

明
さ
れ
、
高
校
を
二
年
で
卒
業
す

る
と
な
る
と
、
対
象
は
中
高
一
貫

教
育
校
に
限
ら
れ
る
の
で
は
な
い

か
、
し
か
し
法
改
正
を
伴
う
こ
と

か
ら
、
現
在
の
政
治
情
勢
で
は
曲

折
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
な
ど
が
報

告
さ
れ
た
。

こ
の
ほ
か
一
般
財
団
法
人
日
本

私
学
教
育
研
究
所
の
中
川
武
夫
所

長
か
ら
、
六
月
七
・
八
の
両
日
、

茨
城
県
水
戸
市
で
実
施
し
た
私
経

営
研
修
会
に
は
百
四
十
五
人
の
私

立
中
学
高
校
関
係
者
が
参
加
し
た

こ
と
、
次
年
度
は
広
島
県
で
開
催

す
る
予
定
で
あ
る
こ
と
な
ど
が
報

告
さ
れ
た
。

常
任
理
事
会
で
は
、「
高
校
早

期
卒
業
制
度
」
に
つ
い
て
、
文
部

科
学
省
の
山
下
和
茂
・
初
等
中
等

教
育
局
初
等
中
等
教
育
企
画
課

長
、
小
谷
和
浩
・
同
課
教
育
制
度

改
革
室
長
が
出
席
し
、
同
制
度
が

発
表
さ
れ
た
経
緯
や
、
優
れ
た
学

力
を
持
つ
高
校
生
の
大
学
早
期
入

学
に
関
す
る
こ
れ
ま
で
の
検
討
状

況
等
が
説
明
さ
れ
た
。
そ
の
中
で

は
、
現
行
の
大
学
飛
び
入
学
制
度

で
は
、
高
校
を
中
退
し
て
飛
び
入

学
す
る
た
め
、
進
学
し
た
大
学
を

中
退
し
た
場
合
、
最
終
学
歴
が「
中

卒
」
と
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
な
ど

を
改
善
す
る
こ
と
が
今
回
の
高
校

早
期
卒
業
制
度
提
案
の
趣
旨
で
あ

る
こ
と
な
ど
が
説
明
さ
れ
た
。
同

制
度
に
関
し
て
は
文
部
科
学
大
臣

の
提
案
前
か
ら
、
大
学
の
秋
入
学

と
結
び
つ
け
た
報
道
等
が
な
さ
れ

た
が
、
山
下
課
長
は
、「
大
変
驚

い
て
い
る
。
芸
術
や
ス
ポ
ー
ツ
分

野
で
の
実
施
は
全
く
の
誤
報
」
な

ど
と
語
っ
た
。

そ
の
後
の
質
疑
応
答
で
は
、
常

任
理
事
か
ら
「
高
校
早
期
卒
業
制

度
利
用
者
の
受
け
入
れ
大
学
の
規

模
が
大
き
い
と
高
校
教
育
は
崩
壊

す
る
」「
審
議
会
で
話
し
合
っ
て

い
る
最
中
に
結
論
を
出
し
て
い

る
」「
大
学
生
の
中
に
十
七
歳
を

入
れ
て
い
い
の
か
」
等
の
意
見
が

出
さ
れ
た
。

日
本
私
立
中
学
高
等
学
校
連
合
会
発
行

東
京
都
千
代
田
区
九
段
北
四
丁
目
二
番
二
五
号

（
私
学
会
館
内
）
郵
便
番
号
一
〇
二
�
〇
〇
七
三

電
話

〇
三
（
三
二
六
二
）
二
八
二
八
・
一
六
一
五

購
読
料
は
一
年
で
三
千
円
（
会
費
に
含
め
て
徴
収
）

主主なな内内容容
本
連
合
会
の
平
成
２４
・
２５
年
度
役
員
体
制
…
３
面

平
成
２４
年
度
生
徒
数
調
査
結
果
…
…
…
４
面

全
退
連
等
が
総
会
等
開
く
…
…
…
…
…
５
面

日
私
教
研
だ
よ
り
…
…
…
…
…
…
…
…
８
面

第 １ 回
常任理事会

平
成
２４
・

２５
年
度

役
員
体
制
が
決
定

耐
震
補
助
実
施
状
況
等
の
報
告
も

文
科
省
と「
高
校
早
期
卒
業
制
度
」で
質
疑
応
答

www.chukoren.jp

高校早期卒業制度等を説明す

る山下課長�と小谷室長�
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本
連
合
会
は
五
月
十
五
日
、
東

京
・
市
ヶ
谷
の
私
学
会
館
で
第
百

六
十
七
回
理
事
会
と
第
百
四
十
回

評
議
員
会
を
開
催
、
今
後
二
年
間

の
役
員
体
制
を
ほ
ぼ
決
定
し
た
ほ

か
、
平
成
二
十
三
年
度
事
業
報
告
、

同
決
算
報
告
等
を
承
認
し
た
。

こ
の
う
ち
理
事
会
で
は
、
冒

頭
、
吉
田
晋
本
連
合
会
長
が
、「
文

部
科
学
省
で
は
若
手
を
中
心
に
私

立
学
校
の
こ
と
を
考
え
な
く
て
は

い
け
な
い
と
考
え
始
め
て
い
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
ブ
ロ
ッ
ク
で
あ
っ
た

こ
と
を
積
極
的
に
発
信
し
て
ほ
し

い
。
中
学
校
卒
業
者
が
減
少
す
る

中
で
、
公
立
学
校
は
（
施
設
や
教

育
の
充
実
に
）
ど
ん
ど
ん
公
費
を

支
出
し
て
い
る
。
私
立
学
校
を
守

る
た
め
皆
で
努
力
し
て
い
き
た

い
」
と
語
り
、
改
め
て
理
事
の
協

力
を
要
請
し
た
。

そ
の
後
、
議
長
が
選
出
さ
れ
て

報
告
・
審
議
が
開
始
さ
れ
た
。

初
め
に
平
成
二
十
四
・
二
十
五

年
度
の
役
員
人
事
に
関
し
て
、
福

島
事
務
局
長
か
ら
全
国
九
地
区
選

出
の
副
会
長
が
報
告
さ
れ
た
。
こ

の
う
ち
九
州
地
区
に
関
し
て
は
地

区
の
会
合
が
五
月
十
八
日
に
開
か

れ
る
た
め
現
時
点
で
は
未
定
で
あ

る
こ
と
な
ど
が
報
告
さ
れ
た
。
そ

の
後
、
平
成
二
十
四
・
二
十
五
年

度
の
地
区
推
薦
常
任
理
事
候
補

者
、
同
特
例
常
任
理
事
（
日
本
私

学
教
育
研
究
所
所
長
、
本
連
合
会

事
務
局
長
）
等
が
報
告
、
承
認
さ

れ
た
。

ま
た
顧
問
に
関
し
て
は
、
田
村

哲
夫
前
会
長
に
引
き
続
き
就
任
を

要
請
す
る
こ
と
、
九
州
地
区
の
副

会
長
、
地
区
推
薦
常
任
理
事
に
つ

い
て
は
理
事
会
の
権
限
を
六
月
に

開
催
す
る
予
定
の
常
任
理
事
会
に

委
譲
す
る
こ
と
が
提
案
さ
れ
、
了

承
さ
れ
た
。

こ
の
後
、
新
任
の
副
会
長
や
常

任
理
事
、
私
学
協
会
長
が
紹
介
さ

れ
た
。
平
成
二
十
三
年
度
の
事
業

報
告
、
同
決
算
報
告
に
関
し
て
は

理
事
会
終
了
後
に
行
わ
れ
る
評
議

員
会
（
理
事
は
評
議
員
兼
務
）
で

報
告
、
審
議
を
行
う
こ
と
が
説
明

さ
れ
、
了
承
さ
れ
た
。

平
成
二
十
四
年
度
の
会
務
分
掌

に
関
し
て
は
、
私
学
振
興
部
会
、

調
査
研
究
部
会
、
総
務
広
報
部

会
、
会
計
部
会
、
特
別
部
会
の
五

部
体
制
の
下
、
私
学
振
興
部
会
に

は
私
学
助
成
委
員
会
と
教
育
制
度

委
員
会
を
、
調
査
研
究
部
会
に
は

生
徒
収
容
委
員
会
と
義
務
教
育
委

員
会
、
調
査
委
員
会
を
、
総
務
広

報
部
会
に
は
総
務
広
報
委
員
会

を
、
会
計
部
会
に
は
会
計
委
員
会

を
、
特
別
部
会
に
は
基
本
問
題
検

討
委
員
会
、
中
高
連
・
日
私
教
研

連
携
委
員
会
を
置
く
こ
と
が
説
明

さ
れ
た
。

こ
の
う
ち
基
本
問
題
検
討
委
員

会
は
私
学
教
育
に
関
す
る
基
本
問

題
の
検
討
・
資
料
集
等
の
作
成
を

行
う
委
員
会
で
、
平
成
二
十
四
年

度
か
ら
新
設
す
る
も
の
。
福
島
事

務
局
長
は
「
県
を
超
え
た
共
通
項

を
ま
と
め
て
、
皆
さ
ん
に
活
用
頂

け
る
も
の
を
提
供
し
て
い
き
た

い
」
と
語
っ
た
。

そ
の
後
、
昼
食
を
挟
ん
で
第
百

四
十
回
評
議
員
会
が
開
か
れ
た
。

冒
頭
、
吉
田
会
長
が
新
し
い
情
報

を
各
地
に
積
極
的
に
発
信
し
て
い

く
こ
と
、
地
方
の
会
議
に
地
区
担

当
副
会
長
等
が
積
極
的
に
出
掛
け

中
央
の
情
勢
な
ど
を
報
告
す
る
な

ど
連
携
を
密
に
す
る
考
え
な
ど
を

強
調
し
た
。

報
告
・
審
議
で
は
、
初
め
に
理

事
会
で
決
ま
っ
た
副
会
長
の
選
任

結
果
が
報
告
さ
れ
、
了
承
さ
れ

た
。
ま
た
常
任
理
事
に
関
し
て
も

承
認
さ
れ
、
未
定
の
会
長
推
薦
常

任
理
事
（
八
人
以
内
）
と
、
九
州

地
区
選
出
の
副
会
長
・
常
任
理
事

は
、
評
議
員
会
の
承
認
の
権
限
を

六
月
の
常
任
理
事
会
に
委
譲
す
る

こ
と
が
提
案
さ
れ
了
承
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
会
議
を
い
っ
た
ん
中

断
し
て
監
事
候
補
者
選
衡
委
員
会

が
別
室
で
開
か
れ
、
そ
の
結
果
、

髙
木
茂
・
高
木
学
園
女
子
高
校

長
、
山
本
与
志
春
・
青
山
学
院
中

等
部
長
、
高
木
清
秀
・
学
校
法
人

菊
武
学
園
常
務
理
事
の
三
人
が
平

成
二
十
四
・
二
十
五
年
度
の
監
事

と
し
て
承
認
さ
れ
た
。

こ
の
後
、
平
成
二
十
三
年
度
事

業
報
告
が
堀
井
基
章
副
会
長
か
ら

行
わ
れ
、
平
成
二
十
四
年
度
私
学

関
係
政
府
予
算
対
策
や
東
日
本
大

震
災
か
ら
の
復
旧
・
復
興
関
連
事

業
や
等
が
報
告
さ
れ
、
原
案
通

り
、
承
認
さ
れ
た
。
平
成
二
十
三

年
度
決
算
報
告
に
関
し
て
は
、
福

島
事
務
局
長
が
詳
細
を
説
明
、
そ

の
後
監
事
に
よ
る
監
査
報
告
が
行

わ
れ
た
が
、
監
事
か
ら
は
東
日
本

大
震
災
被
災
学
校
や
被
災
生
徒
等

に
対
す
る
支
援
で
は
私
学
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
基
金
が
有
効
に
活
用
さ
れ

た
こ
と
、
そ
れ
だ
け
に
引
き
続
き

互
助
を
目
的
と
し
た
私
学
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
基
金
に
多
く
の
私
立
学
校

が
参
加
し
て
頂
き
た
い
と
の
発
言

が
あ
っ
た
。

同
決
算
報
告
は
原
案
通
り
承
認

さ
れ
た
。
そ
の
ほ
か
本
連
合
会
が

実
施
し
て
い
る
生
徒
数
調
査
結
果

の
概
要
等
が
事
務
局
か
ら
報
告
さ

れ
た
。

副
会
長
、監
事
等
役
員
人
事
を
決
定

理
事
会
と
評
議
員
会
を
開
催

第１６７回理事会

第140回評議員会
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■
会
長

▽
吉
田
晋
・
富
士
見
丘
中
学
・

高
等
学
校
理
事
長
・
校
長

■
副
会
長

▽
森
本
正
夫
・
学
校
法
人
北
海

学
園
理
事
長
▽
千
葉
満
・
千
葉
学

園
高
等
学
校
理
事
長
・
校
長
▽
堀

井
基
章
・
学
校
法
人
堀
井
学
園
理

事
長
▽
近
藤
彰
郎
・
八
雲
学
園
中

学
高
等
学
校
理
事
長
・
校
長
▽
石

田
正
城
・
学
校
法
人
名
古
屋
石
田

学
園
理
事
長
▽
山
本
綱
義
・
京
都

精
華
女
子
中
学
高
等
学
校
理
事
長

・
校
長
▽
山
中
幸
平
・
学
校
法
人

山
中
学
園
理
事
長
▽
高
地
弘
泰
・

徳
島
文
理
中
学
高
等
学
校
顧
問
▽

上
田
祐
規
・
鎮
西
中
学
高
等
学
校

・
真
和
中
学
高
等
学
校
理
事
長
・

校
長■

常
任
理
事

▽
川
村
和
豊
・
学
校
法
人
札
幌

北
斗
学
園
理
事
長
▽
松
良
千
廣
・

常
盤
木
学
園
高
等
学
校
理
事
長
・

校
長
▽
石
原
弘
廸
・
学
校
法
人
明

正
学
園
理
事
長
・
名
誉
校
長
▽
森

涼
・
石
川
義
塾
中
学
・
学
校
法
人

石
川
高
等
学
校
理
事
長
・
校
長
▽

廣
瀬
和
喜
・
学
校
法
人
東
洋
大
学

理
事
▽
森
本
純
生
・
高
崎
商
科
大

学
附
属
高
等
学
校
理
事
長
・
校
長

▽
小
川
義
男
・
狭
山
ヶ
丘
高
等
学

校
校
長
▽
大
羽
克
弘
・
千
葉
英
和

高
等
学
校
理
事
長
・
校
長
▽
西
村

清
・
学
校
法
人
千
葉
黎
明
学
園
理

事
長
・
学
監
▽
工
藤
誠
一
・
聖
光

学
院
中
学
高
等
学
校
理
事
長
・
校

長
▽
渋
谷
一
郎
・
学
校
法
人
富
士

見
丘
学
園
理
事
長
▽
實
吉
幹
夫
・

東
京
女
子
学
園
中
学
高
等
学
校
理

事
長
・
校
長
▽
清
水
哲
雄
・
学
校

法
人

友
学
園
常
務
理
事
▽
長
塚

篤
夫
・
順
天
中
学
高
等
学
校
校
長

▽
木
内
秀
樹
・
東
京
成
徳
大
学
中

学
高
等
学
校
校
長
▽
嘉
悦
克
・
か

え
つ
有
明
中
学
高
等
学
校
理
事
長

・
校
長
▽
平
方
邦
行
・
聖
学
院
中

学
高
等
学
校
理
事
長
特
別
参
与
・

校
務
部
長
▽
山
田
紀
彦
・
学
校
法

人
月
江
寺
学
園
理
事
長
▽
長
谷
川

了
・
学
校
法
人
聖
隷
学
園
理
事
長

▽
満
田
稔
・
学
校
法
人
桜
丘
学
園

理
事
長
▽
梅
村
光
久
・
学
校
法
人

梅
村
学
園
松
阪
法
人
本
部
長
▽
北

村
聡
・
京
都
外
大
西
高
等
学
校
理

事
・
校
長
▽
坪
光
正
躬
・
学
校
法

人
大
阪
明
星
学
園
理
事
長
・
学
園

長
▽
村
上
靖
平
・
学
校
法
人
村
上

学
園
理
事
長
・
学
園
長
▽
西
門
義

博
・
学
校
法
人
三
田
学
園
理
事
長

▽
大
多
和
聡
宏
・
開
星
中
学
高
等

学
校
理
事
長
・
校
長
▽
武
田
哲
司

・
学
校
法
人
武
田
学
園
理
事
長
▽

村
崎
正
人
・
学
校
法
人
村
崎
学
園

理
事
長
▽
新
田
光
之
助
・
筑
陽
学

園
中
学
高
等
学
校
理
事
長
・
高
校

長
▽
德
野
光
博
・
学
校
法
人
東
福

岡
学
園
理
事
長
▽
安
部
直
樹
・
学

校
法
人
九
州
文
化
学
園
理
事
長
▽

添
田
昌
邦
・
学
校
法
人
日
南
学
園

理
事
長
▽
正
村
幸
雄
・
学
校
法
人

鹿
児
島
学
園
理
事
長
▽
中
川
武
夫

・
日
本
私
学
教
育
研
究
所
所
長
▽

福
島
康
志
・
日
本
私
立
中
学
高
等

学
校
連
合
会
事
務
局
長

■
監
事

▽
髙
木
茂
・
高
木
学
園
女
子
高

等
学
校
校
長
▽
山
本
与
志
春
・
青

山
学
院
中
等
部
高
等
部
中
等
部
長

▽
高
木
清
秀
・
学
校
法
人
菊
武
学

園
常
務
理
事

本
連
合
会
は
六
月
十
二
日
に
開
い
た
常
任
理
事
会
で
平
成
二
十
四
・
二
十
五
年
度
の
副
会
長
、
常
任
理

事
全
員
が
決
ま
り
、
今
後
二
年
間
の
役
員
体
制
が
確
定
し
た
。
会
長
、
副
会
長
、
常
任
理
事
、
監
事
は
次

の
各
氏
。
ま
た
部
会
、
委
員
会
の
委
員
構
成
は
別
表
の
通
り
。

平 成２４・
２５年度役員

副
会
長
、常
任
理
事
全
員

が
確
定

会
務
分
掌
は
一
部
除
き
決
定

平成２４・２５年度会務分掌
平成２４年６月１２日

委員会委員

松良 千廣 工藤 誠一
木内 秀樹 嘉悦 克
長谷川 了 満田 稔
坪光 正躬 山中 幸平
安部 直樹

小川 義男 西村 清
清水 哲雄 平方 邦行
石田 正城 北村 聡
西門 義博 大多和聡宏
中川 武夫

千葉 満 大羽 克弘
梅村 光久 山本 綱義
村上 靖平 武田 哲司
徳野 光博 添田 昌邦

森本 正夫 長塚 篤夫
平方 邦行 新田光之助

川村 和豊 山田 紀彦
高地 弘泰

石原 弘廸 木内 秀樹
村崎 正人 上田 祐規

森 涼 渋谷 一郎
正村 幸雄

近藤 彰郎 實吉 幹夫
山中 幸平 中川 武夫

委員会名

私学助成委員会
委員長 近藤 彰郎

教育制度委員会
委員長 實吉 幹夫

生徒収容委員会
委員長 長塚 篤夫

義務教育委員会
委員長 清水 哲雄

調査委員会
委員長 森本 純生

総務広報委員会
委員長 堀井 基章

会計委員会
委員長 廣瀬 和喜

基本問題検討委員会

中高連・日私教研連
携委員会

部会名

私学振興部会
部 会 長 近藤 彰郎
副部会長 新田光之助

調査研究部会
部 会 長 實吉 幹夫
副部会長 山中 幸平

総務広報部会
部 会 長 堀井 基章
副部会長 大羽 克弘

会計部会
部 会 長 廣瀬 和喜

特別部会
部 会 長 吉田 晋
副部会長 森本 純生
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本
連
合
会
は
、
五
月
十
五
日
、

今
年
四
月
十
日
現
在
で
調
査
し
た

私
立
中
学
校
と
高
校
の
新
一
年
生

数
、
総
生
徒
数
の
集
計
結
果
を
ま

と
め
た
。
こ
の
調
査
は
、
毎
年
、

文
部
科
学
省
の
学
校
基
本
調
査
に

先
駆
け
、
生
徒
数
を
把
握
し
、
来

年
度
の
私
学
関
係
予
算
要
望
の
基

礎
資
料
に
活
用
し
て
い
る
も
の
。

集
計
結
果
に
よ
る
と
、
全
国
の

私
立
高
校
（
全
日
制
・
定
時
制
）

と
中
等
教
育
学
校
（
後
期
課
程
）

の
平
成
二
十
四
年
度
の
新
一
年
生

数
は
、
合
わ
せ
て
三
十
五
万
五
千

五
百
十
三
人
で
、
前
年
度
と
比
べ

一
万
八
百
七
十
四
人
（
三
・
二

％
）
増
加
し
て
い
た
。

前
年
度
と
比
べ
一
年
生
数
が
増

加
し
た
の
は
三
十
九
都
道
府
県

で
、
減
少
し
た
県
は
八
県
だ
っ

た
。
学
校
数
は
、
前
年
度
と
比
べ

三
校
減
り
千
三
百
三
十
一
校
と
な

っ
た
。

ほ
ぼ
全
員
が
高
校
等
を
受
験
す

る
中
学
校
卒
業
者
は
、
今
春
、
前

年
度
と
比
べ
約
二
万
人
増
加
す
る

こ
と
が
分
か
っ
て
い
た
た
め
、
高

校
全
体
の
約
三
割
を
占
め
る
私
立

高
校
で
は
七
千
人
程
度
の
生
徒
数

増
加
が
見
込
ま
れ
て
い
た
が
、
結

果
は
そ
れ
を
上
回
る
約
一
万
一
千

人
の
増
加
と
な
っ
た
。

国
の
就
学
支
援
金
に
地
方
自
治

体
に
よ
っ
て
は
授
業
料
軽
減
補
助

を
大
幅
に
上
乗
せ
し
て
い
る
と
こ

ろ
も
あ
る
た
め
、
そ
う
し
た
地
方

自
治
体
で
は
生
徒
数
の
増
加
が
見

ら
れ
た
。
特
に
大
阪
や
埼
玉
の
生

徒
数
増
加
が
顕
著
だ
。

し
か
し
高
校
生
数
が
増
加
し
て

い
る
大
阪
で
は
私
立
学
校
に
対
す

る
経
常
費
助
成
金
は
縮
減
傾
向

で
、
私
立
学
校
が
徴
収
で
き
る
授

業
料
額
に
は
制
限
が
設
け
ら
れ
て

お
り
、
苦
し
い
側
面
も
あ
る
。

平
成
二
十
四
年
度
の
高
校
総
生

徒
数
は
百
一
万
七
千
六
百
三
十
二

人
で
、
前
年
度
比
一
万
六
千
三
百

八
十
五
人
（
一
・
六
％
）の
増
加
。

一
方
、
中
学
校
、
中
等
教
育
学

校
（
前
期
課
程
）
の
新
一
年
生
は

八
万
四
千
八
百
五
十
八
人
で
、
前

年
度
に
比
べ
千
八
百
七
十
二
人

（
二
・
二
％
）
減
少
し
て
い
た
。

学
校
数
が
前
年
度
に
比
べ
二
校

増
え
七
百
八
十
二
校
と
な
っ
て
い

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
減
少
と
な

っ
た
。
一
年
生
か
ら
三
年
生
ま
で

の
総
生
徒
数
は
二
十
五
万
五
千
五

百
四
十
三
人
で
前
年
度
比
三
千
五

百
三
十
七
人
（
一
・
四
％
）
の
減

少
。
総
生
徒
数
に
つ
い
て
は
二
十

五
都
道
府
県
で
前
年
度
に
比
べ
減

少
、
二
十
一
県
で
増
加
、
一
県
で

同
数
だ
っ
た
。
私
立
中
学
校
の
生

徒
数
の
減
少
は
、
授
業
料
が
六
年

間
か
か
ら
な
い
公
立
中
高
一
貫
教

育
校
の
増
加
な
ど
が
影
響
し
て
い

る
と
み
ら
れ
る
。

４月１０日現在
生徒数調査

高
校
等
一
年
生
前
年
度
比

３.２
％
増
加

中
学
生
等
は
２.２
％
の
減
少
に

平成２４年４月１０日現在都道府県別私立高等学校生徒数と前年度との比較
◇高等学校（全日制・定時制）・中等教育学校（後期課程） （単位：校、人）

都道府
県 名

生徒数
２４年度〔４月１０日現在調査〕 ２４年度 対前年度増減数
１学年 総生徒数 １学年 総生徒数

北 海 道 １０，３２５ ２９，７８０ ３１０ ５６６
青 森 ３，１８９ ９，２８６ ▲２６ ▲５０
岩 手 ２，２５３ ６，６６５ ▲２１ ▲９４
宮 城 ５，９６６ １６，６９４ ３５９ ４３１
秋 田 ９６５ ２，８８３ ５８ １２２
山 形 ３，３１５ ９，４９２ １９５ ２０７
福 島 ３，４８７ １０，１７０ ▲７２ ▲９１
新 潟 ４，２０８ １１，９５７ ５３ ２９９
茨 城 ６，９６６ １９，７３４ ５２０ ７７
栃 木 ５，８７０ １６，７６７ ２３３ ３１９
群 馬 ４，２９０ １２，３３０ １３８ ３１５
埼 玉 １８，４３５ ５２，９３９ １，０３５ ９４５
千 葉 １６，３９４ ４７，０５９ ７４９ ９８２
神 奈 川 ２３，８８９ ６９，８９８ ２９８ １，１５７
東 京 ５９，８１８ １７５，８５８ ９６９ ３２１
富 山 ２，１７８ ６，１５２ ５１ １８２
石 川 ２，５９８ ７，４７８ ４２ １３７
福 井 １，９９０ ５，７４２ ▲１２ ７６
山 梨 ２，１７０ ６，２９０ ▲４１ １１４
長 野 ３，４９２ ９，９４５ １１０ １６５
岐 阜 ３，８６５ １１，１４８ ５４ ９１
静 岡 １０，９０３ ３１，７６６ １５７ ８４
愛 知 ２０，５１６ ５９，３６９ ３９１ ４９５
三 重 ３，７１２ １０，５７０ １６３ ７９
滋 賀 ２，６６２ ７，５６４ １３７ ２２８
京 都 １０，３０９ ２８，５６５ ８９０ ９０３
大 阪 ３３，９５１ ９１，０６２ ２，１７３ ５，４７４
兵 庫 １２，６５０ ３６，２７１ ２１０ ３１３
奈 良 ３，６７０ １０，６３６ ２８３ １６３
和 歌 山 １，５３０ ４，５６１ ▲５５ ▲１１６
鳥 取 １，１２８ ３，３０８ ４１ ９４
島 根 １，４０９ ４，０２６ １８ ▲２
岡 山 ５，８３９ １６，２６１ ２３０ ４３３
広 島 ７，９６０ ２２，６７２ ２４２ ３４３
山 口 ３，６３２ １０，０６４ ２１９ ２２４
徳 島 ２８９ ８２７ ２４ ▲３６
香 川 ２，０８１ ５，８９４ ▲１６ １６
愛 媛 ３，１００ ８，６３５ １６５ ２９７
高 知 １，９００ ５，６０５ ０ ▲５
福 岡 １８，２４８ ５１，８９６ １５０ ３４１
佐 賀 ２，０８０ ５，８５５ ▲７ ７６
長 崎 ４，４０４ １２，５６６ １６９ ８１
熊 本 ５，７１６ １６，２７２ １３６ ３５１
大 分 ２，９４２ ８，２３５ ７２ １７８
宮 崎 ３，４０６ ９，９３２ ２２ １６
鹿 児 島 ４，８３８ １４，２１９ ０ ４４
沖 縄 ９７５ ２，７３４ ５８ ４０
計 ３５５，５１３ １，０１７，６３２ １０，８７４ １６，３８５

計のうち高校全日制生徒数
計のうち高校定時制生徒数
計のうち中等教育学校（後期・全日）生徒数

３５３，０８３ １，０１０，５４１ 対前年度３．２％増
減少県 ８

対前年度１．６％増
減少県 ７１，０７０ ３，１９０

１，３６０ ３，９０１
注 ○通信制は除く。○分校を含む。○専攻科生徒数２４年度５，１１３人（外数）。別科は該
当校なし。○高校全・定併置校、中等教育学校（後期課程）はそれぞれ１校とする。
○［三重］株式会社立ウィッツ青山学園高等学校（全日制）を含む。
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全
国
私
立
看
護
高
等
学
校
協
会

は
六
月
二
十
五
日
、
東
京
・
市
ヶ

谷
の
私
学
会
館
で
平
成
二
十
四
年

度
総
会
を
開
き
、
平
成
二
十
三
年

度
の
事
業
報
告
、
同
決
算
報
告
が

行
わ
れ
、
承
認
さ
れ
た
ほ
か
、
平

成
二
十
四
年
度
の
事
業
計
画
、
同

予
算
が
決
定
さ
れ
た
。

平
成
二
十
四
年
度
の
事
業
計
画

は
前
年
度
を
踏
襲
す
る
内
容
で
、

私
立
高
校
の
看
護
教
育
の
振
興
発

展
に
関
す
る
事
業
が
柱
。
具
体
的

に
は
看
護
教
育
の
各
課
程
の
充
実

・
振
興
に
関
す
る
対
策
、
進
路
対

策
、助
成
対
策
、実
態
調
査
等
を
行

う
。
ま
た
役
員
改
選
で
は
、
佐
藤

仁
作
会
長
の
再
選
等
を
決
め
た
。

総
会
の
中
で
は
研
究
協
議
も
行

わ
れ
、
こ
の
中
で
佐
藤
会
長
は
、

高
校
看
護
科
と
専
攻
科
を
合
わ
せ

た
五
年
一
貫
に
よ
る
看
護
師
養
成

で
は
国
家
試
験
の
合
格
率
は
高
い

水
準
で
問
題
は
な
い
が
、
卒
業
率

の
向
上
が
必
要
で
あ
る
こ
と
な
ど

を
強
調
し
た
。
し
か
し
出
席
の
校

長
か
ら
は
看
護
師
に
不
適
応
と
い

う
こ
と
で
転
科
し
、
高
校
は
卒
業

し
て
い
る
と
の
報
告
も
聞
か
れ

た
。

全
国
私
立
学
校
審
議
会
連
合
会

（
近
藤
彰
郎
会
長
�
東
京
都
私
立

学
校
審
議
会
長
）
は
、
六
月
二
十

六
日
、
東
京
・
市
ヶ
谷
の
私
学
会

館
で
理
事
会
を
開
き
、
平
成
二
十

三
年
度
の
事
業
報
告
、
同
決
算
報

告
が
報
告
さ
れ
、
原
案
通
り
承
認

さ
れ
た
。

続
い
て
平
成
二
十
四
・
二
十
五

年
度
の
役
員
選
出
が
行
わ
れ
、
副

会
長
、
運
営
理
事
、
理
事
、
監
事

が
決
ま
っ
た
。
会
長
に
つ
い
て
は

近
藤
会
長
が
今
後
二
年
間
引
き
続

き
会
長
を
務
め
る
こ
と
が
昨
年
の

総
会
で
決
定
さ
れ
て
い
る
。
平
成

二
十
四
年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て

は
、
前
年
度
を
踏
襲
し
て
私
立
学

校
審
議
会
の
在
り
方
及
び
運
営
に

つ
い
て
の
研
究
協
議
、
諸
法
令
基

準
な
ど
に
関
す
る
研
究
、
関
係
所

轄
庁
に
対
す
る
請
願
・
建
議
に
関

す
る
対
策
な
ど
七
つ
が
柱
。
平
成

二
十
四
年
度
収
支
予
算
と
と
も
に

原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。

こ
の
ほ
か
今
年
十
月
の
総
会
で

表
彰
さ
れ
る
平
成
二
十
四
年
度
私

立
学
校
審
議
会
委
員
功
労
者
表
彰

候
補
者
が
報
告
さ
れ
、
承
認
さ
れ

た
。
今
年
度
の
総
会
は
十
月
二
十

五
・
二
十
六
の
両
日
、
鹿
児
島
県

で
開
催
さ
れ
る
。

全
国
私
学
退
職
金
団
体
連
合
会

は
六
月
二
十
二
日
、
東
京
・
市
ヶ

谷
の
私
学
会
館
で
平
成
二
十
四
年

度
総
会
を
開
き
、
平
成
二
十
三
年

度
の
事
業
報
告
、
同
決
算
報
告
を

承
認
、
平
成
二
十
四
年
度
事
業
計

画
、
同
予
算
を
決
定
し
た
。
役
員

改
選
で
は
森
本
純
生
会
長
の
再
選

を
含
め
、
副
会
長
、
理
事
、
監
事

を
決
め
た
。
平
成
二
十
四
年
度
事

業
計
画
は
、
前
年
度
を
踏
襲
す
る

内
容
だ
が
、
最
終
段
階
を
迎
え
た

公
益
法
人
改
革
の
中
で
、
特
に
各

退
職
金
団
体
の
対
応
を
支
援
し
て

い
く
。
そ
の
ほ
か
実
態
調
査
、
研

修
事
業
等
を
実
施
す
る
。
全
退
連

の
調
査
で
は
、
す
で
に
公
益
法
人

に
移
行
し
た
法
人
が
四
、
一
般
法

人
に
移
行
し
た
法
人
が
一
。
今
後
、

残
り
の
団
体
で
も
次
々
と
対
応
が

決
定
さ
れ
る
見
通
し
。
議
案
審
議

の
後
に
は
研
修
会
が
開
か
れ
、
す

で
に
公
益
法
人
等
に
移
行
し
た
団

体
か
ら
そ
の
方
針
や
経
緯
等
が
説

明
さ
れ
た
。
非
課
税
措
置
の
継
続

を
求
め
公
益
法
人
化
し
た
団
体
が

あ
る
一
方
で
、
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ

リ
ッ
ト
を
勘
案
し
て
一
般
財
団
を

選
択
し
た
団
体
も
あ
っ
た
。

第６７回 全国私立学校審議会連合会総会 事業計画

３０

懇親会

１９：００１８：００

移
動

２０

専門部会

１７：００
４０
１６：００

移
動

２０

総会

１５：００

１２：００

４５

総会

１４：００

休
憩

受付

３０

１０

休
憩

合同会

１１：００

講演会

１３：００

移
動

４０

専門部会

１０：００

専門部会
とりまとめ

１２：００
３０

事前打合会
全体

９：００

１１：００

第１日
（１０／２５）

第２日
（１０／２６）

全 審 連 が
理事会開催

２４
年
度
事
業
計
画
等
決
め
る

１０
月

に
は

鹿
児
島
県
で
総
会
開
催

全私看護高
協会が総会

役
員
改
選
で
佐
藤
会
長
再

選

議
案
審
議
後
、研
究
協
議
も

全退連が
総会開催

森
本
会
長
の
再
選
決
め
る

公
益
法
人
化
等
の
取
り
組
み
も
報
告

近藤会長佐藤会長

森本会長
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学
校
教
育
に
お
い
て
教
員
が
果

た
す
役
割
の
重
要
性
を
考
え
れ

ば
、
そ
の
資
格
要
件
を
ど
う
す
る

か
は
、
こ
れ
か
ら
の
教
育
の
あ
り

方
を
直
接
左
右
し
か
ね
な
い
重
大

事
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
審
議

の
ま
と
め
に
示
さ
れ
た
「
改
革
の

方
向
性
」
は
、
現
時
点
で
の
部
会

の
一
定
の
考
え
方
を
示
し
た
も
の

だ
と
し
て
も
、
や
は
り
、
既
成
事

実
と
し
て
引
き
継
が
れ
、
今
後
部

会
で
の
具
体
策
の
検
討
の
際
に
は

前
提
と
な
る
と
の
認
識
と
危
惧
の

下
に
、
私
立
中
学
高
等
学
校
の
立

場
か
ら
意
見
を
申
し
上
げ
た
い
。

①
教
員
は
、
医
師
や
法
曹
な
ど

と
同
じ
く
、
人
間
を
対
象
と
す
る

専
門
職
で
あ
る
が
、
決
定
的
に
違

う
と
こ
ろ
は
、
教
員
が
対
象
と
す

る
人
間
が
人
格
形
成
途
上
の
子
ど

も
た
ち
で
あ
る

と
い
う
こ
と
で

あ
る
。そ
れ
故
、

教
員
の
場
合
に

考
え
て
お
く
べ

き
は
、
専
門
的
学
識
を
駆
使
し
て

一
定
の
基
準
や
法
則
を
使
っ
て
効

率
的
に
対
応
す
る
こ
と
が
、
子
ど

も
た
ち
に
と
っ
て
は
必
ず
し
も
適

切
な
助
言
や
指
導
に
繋
が
る
と
は

限
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

②
審
議
の
ま
と
め
で
は
、
修
士

レ
ベ
ル
化
の
有
力
な
方
策
と
し

て
、「
教
職
大
学
院
」
の
活
用
が

例
示
さ
れ
て
い
る
が
、
教
員
の
資

格
要
件
の
修
士
レ
ベ
ル
化
は
、
多

く
の
教
員
希
望
者
に
入
口
規
制
を

課
す
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
は
そ
の

ま
ま
教
員
の
希
望
者
層
の
縮
小
に

繋
が
り
、
相
対
的
に
優
れ
た
人
材

が
得
難
く
な
る
こ
と
は
間
違
い
な

い
。③

こ
の
審
議
の
ま
と
め
の
大
半

は
、
公
立
学
校
教
員
の
資
質
の
向

上
の
あ
り
方
を
通
じ
て
、
教
員
免

許
制
度
改
革
の
方
向
性
を
検
討
し

て
い
る
が
、
教
員
免
許
制
度
の
あ

り
方
は
、
公
教
育
に
誰
が
ど
の
よ

う
に
係
り
そ
れ
を
推
進
す
る
の
か

に
帰
結
す
る
問
題
で
あ
り
、
公
教

育
を
担
う
公
私
立
学
校
全
体
に
係

る
重
要
事
項
で
あ
る
は
ず
で
あ

る
。
そ
う
考
え
れ
ば
、
公
教
育
を

担
う
学
校
の
教
員
の
資
格
要
件
の

あ
り
方
は
、
こ
の
問
題
の
総
論
部

分
に
過
ぎ
ず
、
制
度
の
改
革
に
向

け
て
は
、
各
論
と
し
て
公
立
学
校

教
員
に
係
る
懸
案
事
項
の
検
討
と

と
も
に
、
私
立
学
校
教
員
に
係
る

懸
案
事
項
に
つ
い
て
も
併
せ
て
検

討
さ
れ
た
上
で
、
公
教
育
を
担
う

教
員
の
資
格
要
件
の
検
討
が
行
わ

れ
る
べ
き
で
あ
る
。

④
そ
れ
に
も
拘
わ
ら
ず
、
私
立

学
校
教
育
に
係
る
事
項
を
は
じ
め

今
後
検
討
を
要
す
る
問
題
が
多
い

中
で
、「
審
議
の
ま
と
め
」
と
は
い

え
、
部
会
が
教
員
養
成
の
改
革
の

方
向
を
「
教
員

養
成
を
修
士
レ

ベ
ル
化
し
、
教

員
を
高
度
専
門

職
業
人
と
し
て

明
確
に
位
置
付
け
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
」
と
結
論
付
け
て
い
る
こ

と
に
つ
い
て
は
、
賛
成
で
き
な
い
。

⑤
「
審
議
の
ま
と
め
」
で
は
、

教
員
の
資
格
要
件
を
修
士
レ
ベ
ル

化
の
方
向
性
を
志
向
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
必
要
性
に
つ
い
て
説
得

力
あ
る
説
明
が
さ
れ
て
い
る
と
は

到
底
思
え
な
い
が
、
仮
に
、
修
士

レ
ベ
ル
化
を
想
定
す
る
と
し
て

も
、「
さ
ら
に
検
討
を
進
め
る
」
と

い
う
こ
と
に
留
め
る
な
ら
ば
ま
だ

し
も
、
現
時
点
で
の
方
向
性
と
は

い
え
、「
必
要
で
あ
る
」
と
断
定
す

る
の
は
拙
速
と
い
う
他
は
な
い
。

⑥
さ
ら
に
、
私
立
学
校
の
立
場

か
ら
い
え
ば
、「
審
議
の
ま
と
め
」

が
、
教
員
養
成
の
修
士
レ
ベ
ル
化

の
方
向
を
、
学
校
教
育
全
体
の
新

た
な
仕
組
み
と
し
て
導
入
す
る
必

要
性
を
説
く
場
合
に
は
、
当
然
増

加
す
る
費
用
負
担
の
あ
り
方
も
含

め
た
提
案
が
な
け
れ
ば
検
討
に
値

し
な
い
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

⑦
い
ず
れ
に
し
て
も
、
今
後
、

さ
ら
に
慎
重
か
つ
多
角
的
な
検
討

を
十
分
に
積
み
重
ね
ら
れ
る
よ
う

強
く
願
い
た
い
。

以
上

熊
本
県
は
平
成
二
十
四
年
度
六

月
補
正
予
算
で
、
新
た
に
「
私
立

学
校
施
設
耐
震
化
促
進
事
業
」
を

計
上
し
た
。
こ
れ
は
、
私
立
学
校

の
耐
震
診
断
、
耐
震
補
強
及
び
耐

震
改
築
に
対
す
る
助
成
制
度
で
、

改
築
に
対
す
る
助
成
制
度
は
全
国

で
も
ま
だ
十
県
程
度
し
か
行
わ
れ

て
い
な
い
が
、
増
加
傾
向
に
あ

る
。
予
算
額
は
二
億
八
千
四
百
万

円
。
平
成
二
十
四
年
度
の
当
初
予

算
は
、
知
事
の
改
選
期
の
た
め
骨

格
予
算
で
編
成
、
新
規
・
政
策
的

経
費
の
本
格
的
計
上
は
六
月
補
正

予
算
で
行
わ
れ
た
。

私
立
学
校
施
設
耐
震
化
促
進
事

業
は
、
①
耐
震
診
断
補
助
は
県
が

三
分
の
一
を
補
助
、
国
負
担
分
と

合
わ
せ
る
と
私
立
学
校
の
負
担
は

三
分
の
一
の
費
用
で
済
む
。
②
耐

震
補
強
補
助
は
Ｉ
ｓ
値
が
〇
・
三

未
満
の
施
設
に
関
し
て
県
が
四
分

の
一
を
補
助
、
国
の
二
分
の
一
と

合
わ
せ
る
と
、
私
立
学
校
の
負
担

は
四
分
の
一
、
ま
た
Ｉ
ｓ
値
〇
・

七
未
満
の
場
合
は
県
の
負
担
は
六

分
の
一
で
、
国
負
担
分
三
分
の
一

と
合
わ
せ
る
と
私
立
学
校
の
負
担

は
二
分
の
一
と
な
る
。

ま
た
、
耐
震
改
築
補
助
は
高
校

の
場
合
、
県
が
六
分
の
一
を
補
助

す
る
。
国
の
補
助
は
な
い
。

幼
稚
園
に
関
し
て
は
同
様
に
県

が
六
分
の
一
を
補
助
す
る
が
、
国

の
補
助
（
補
助
率
三
分
の
一
）
が

あ
る
た
め
、
私
立
学
校
の
負
担
は

二
分
の
一
で
済
む
。

中中
教教
審審「「
教教
員員
のの
資資
質質
能能
力力
向向
上上
特特
別別
部部
会会
」」

のの
審審
議議
のの
まま
とと
めめ
にに
対対
すす
るる
意意
見見（（
全全
文文
））

本
連
合
会
が
中
教
審
の
特
別
部
会
に
６
月
４
日
提
出

教
員
の

資
格
要
件「
修
士
レ
ベ
ル
化
」は
入
口
規
制

必
要
と
断
定
す
る
の
は
拙
速

２４年度予算

熊
本
県
で
新
規
に

耐
震
化
促
進
事
業

私
立
高
校
に
耐
震
改
築
補
助
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中
央
教
育
審
議
会
の
「
教
員
の

資
質
能
力
向
上
特
別
部
会
」
は
、

六
月
二
十
五
日
、「
教
職
生
活
の

全
体
を
通
じ
た
教
員
の
資
質
能
力

の
総
合
的
な
向
上
方
策
に
つ
い

て
」
と
題
す
る
審
議
の
最
終
ま
と

め
を
取
り
ま
と
め
た
。
七
月
開
催

の
中
教
審
総
会
に
答
申
案
と
し
て

提
出
す
る
。
今
回
の
審
議
の
最
終

ま
と
め
で
は
、
教
員
養
成
を
修
士

レ
ベ
ル
化
し
、
教
員
を
高
度
専
門

職
業
人
に
位
置
付
け
る
と
し
、
ま

た
、
新
た
に
「
今
後
、
詳
細
な
制

度
設
計
に
際
し
、
支
援
措
置
、
学

校
種
、
設
置
形
態
等
に
留
意
す
る
」

と
の
方
向
性
を
示
し
て
い
る
。

教
員
養
成
の
修
士
レ
ベ
ル
化
に

関
し
て
は
教
職
大
学
院
が
中
核
的

な
役
割
を
果
た
す
こ
と
に
強
い
期

待
感
を
表
明
し
て
お
り
、
教
職
大

学
院
の
拡
充
、
専
修
免
許
状
の
在

り
方
の
見
直
し
等
を
打
ち
出
し
て

い
る
。

教
員
免
許
制
度
の
改
革
の
方
向

性
で
も
、「
国
公
私
の
設
置
形
態

に
留
意
す
る
こ
と
」
が
追
加
さ
れ

た
。
ま
た
、基
礎
免
許
状
、一
般
免

許
状
、
特
別
免
許
状
の
創
設
を
提

言
し
て
い
る
が
、
制
度
改
正
の
工

程
表
な
ど
の
提
示
は
な
く
、
政
治

情
勢
が
混
と
ん
と
す
る
中
で
、
法

改
正
が
い
つ
行
わ
れ
る
予
定
な
の

か
は
不
明
。
教
員
免
許
更
新
制
に

関
し
て
は
今
後
の
取
扱
い
等
で
明

確
な
方
針
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。

政
府
の
構
造
改
革
特
別
区
域
推

進
本
部
評
価
・
調
査
委
員
会
教
育

部
会
は
、
六
月
十
五
日
、
都
内
で

会
合
を
開
き
、
平
成
二
十
四
年
度

の
早
期
に
結
論
を
出
す
と
し
て
い

た
、
株
式
会
社
が
教
育
特
区
で
は

学
校
を
設
置
で
き
る
と
い
う
特
例

措
置
に
つ
い
て
、「
効
果
が
認
め

ら
れ
る
一
方
で
問
題
点
も
指
摘
さ

れ
て
い
る
以
上
、
全
国
展
開
は
適

切
で
は
な
い
。
特
例
措
置
の
運
用

を
是
正
す
る
」
と
の
評
価
意
見
を

取
り
ま
と
め
た
。
ま
た
、
そ
の
評

価
は
六
月
二
十
九
日
の
評
価
・
調

査
委
員
会
に
報
告
さ
れ
了
承
さ
れ

た
。
特
例
措
置
の
運
用
方
針
が
見

直
さ
れ
る
。
株
式
会
社
立
の
広
域

通
信
制
高
校
に
関
し
て
は
、
文
部

科
学
省
の
調
査
で
、
特
区
外
の
民

間
教
育
施
設
で
添
削
指
導
等
を
実

施
す
る
事
例
、
メ
デ
ィ
ア
を
利
用

し
た
場
合
の
視
聴
確
認
や
、
教
育

課
程
に
関
し
て
疑
義
が
呈
さ
れ
る

事
例
な
ど
が
見
ら
れ
た
た
め
、
文

部
科
学
省
で
は
同
特
例
措
置
の
廃

止
を
求
め
て
い
た
。
今
後
、
高
校

教
育
の
質
保
証
、
管
理
運
営
の
適

正
化
等
の
観
点
か
ら
、
株
立
学
校

に
は
法
令
等
に
沿
っ
た
運
営
が
求

め
ら
れ
る
。
学
校
法
人
へ
の
移
行

を
希
望
す
る
学
校
に
関
し
て
は
同

省
が
相
談
に
応
じ
る
。

中
央
教
育
審
議
会
初
等
中
等
教

育
分
科
会
の
高
等
学
校
教
育
部
会

は
、
六
月
十
八
日
、
文
部
科
学
省

内
で
第
九
回
会
合
を
開
き
、
意
見

整
理
案
で
あ
る
「
課
題
の
整
理
と

検
討
の
視
点
案
」
に
つ
い
て
審
議

し
た
。
初
め
に
文
部
科
学
省
か
ら

前
回
以
降
の
修
正
箇
所
等
が
説
明

さ
れ
た
が
、
そ
の
中
で
は
高
校
の

「
類
型
」
に
関
心
が
集
ま
っ
た
。

こ
れ
は
、
各
学
校
が
目
標
と
す
る

人
材
像
に
応
じ
今
後
の
施
策
を
講

じ
る
こ
と
が
よ
り
効
果
的
と
の
考

え
方
の
こ
と
。

「
類
型
」
と
の
文
言
は
削
除
さ

れ
、「
各
学
校
の
目
標
と
す
る
育

成
す
べ
き
人
材
像
に
応
じ
た
施

策
」
と
変
更
さ
れ
た
が
、
安
彦
忠

彦
副
部
会
長
は
、「
高
校
の

進

路
別
分
化

は
適
切
で
は
な
い
」

な
ど
と
語
り
、
本
連
合
会
常
任
理

事
の
長
塚
篤
夫
委
員
は
、「
十
年

ほ
ど
前
、
都
立
高
校
が
学
校
ご
と

に
類
型
化
、
ラ
ベ
リ
ン
グ
化
し

た
。
ラ
ベ
リ
ン
グ
の
成
果
や
問
題

点
を
踏
ま
え
て
、
十
年
先
の
こ
と

を
検
討
す
べ
き
だ
」
と
語
っ
た
。

そ
の
一
方
で
、
都
立
高
校
の
類
型

化
に
つ
い
て
は
中
退
率
の
低
下
な

ど
明
ら
か
に
成
果
が
上
が
っ
て
い

る
と
い
っ
た
発
言
も
聞
か
れ
た
。

次
回
七
月
十
二
日
も
同
案
を
検

討
す
る
。
八
月
以
降
か
ら
は
高
校

教
育
の
コ
ア
や
高
校
早
期
卒
業
制

度
等
に
つ
い
て
審
議
す
る
。

中
央
教
育
審
議
会
初
等
中
等
教

育
分
科
会
の
「
学
校
段
階
間
の
連

携
・
接
続
等
に
関
す
る
作
業
部
会
」

は
六
月
二
十
五
日
、
文
部
科
学
省

内
で
会
議
を
開
き
、
小
中
連
携
と

一
貫
教
育
に
関
す
る
意
見
の
取
り

ま
と
め
を
行
っ
た
。
近
く
、
初
等

中
等
教
育
分
科
会
へ
報
告
す
る
。

小
中
学
校
の
教
育
課
程
を
九
年

制
で
一
貫
し
て
行
う
義
務
教
育
学

校
制
度
に
つ
い
て
は
、
賛
成
意
見

と
慎
重
意
見
と
の
両
論
併
記
の
形

を
取
っ
た
上
で
「
創
設
に
は
慎
重

な
検
討
が
必
要
で
あ
る
」
と
結
論

付
け
た
。
現
行
の
小
・
中
学
校
制

度
の
中
で
、設
置
者
の
判
断
で
、教

育
課
程
の
特
例
を
活
用
で
き
る
制

度
と
す
る
よ
う
提
言
し
て
い
る
。

意
見
ま
と
め
は
①
小
・
中
学
校

間
の
連
携
・
接
続
に
関
す
る
現
状
、

課
題
認
識
②
小
中
連
携
、
一
貫
教

育
の
推
進
に
つ
い
て
③
義
務
教
育

学
校
制
度（
仮
称
）創
設
の
是
非
に

つ
い
て
④
ま
と
め
�
の
四
章
立

て
。
小
中
一
貫
教
育
の
推
進
策
と

し
て
は
、
学
校
、
市
町
村
が
積
極

的
に
取
り
組
め
る
よ
う
、
文
部
科

学
大
臣
の
指
定
を
受
け
る
こ
と
な

く
、
設
置
者
の
判
断
に
基
づ
い

て
、
一
定
の
教
育
課
程
の
基
準
の

特
例
を
活
用
で
き
る
制
度
に
す
る

よ
う
提
案
し
て
い
る
。

審
議
結
果
近
く
答
申
へ

中
教
審
教
員
の
資
質
能
力
向
上
特
別
部
会

株
立
学
校
特
例
措
置�
是
正
�へ

特
区
推
進
本
部
評
価
・
調
査
委
員
会

高
校�
類
型
�な
ど
審
議

中
教
審
初
中
分
科
会
高
等
学
校
教
育
部
会

小
中
一
貫
等
で
意
見
策
定

中
教
審
学
校
段
階
間
の
連
携
・
接
続
作
業
部
会
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初
任
者
北
関
東
地
区
・
関
東
地
区

千
葉
県
研
修
会
が
開
催
さ
れ
る

六
月
七
日
・
八
日
の
両
日
、
水

戸
市
・
ホ
テ
ル
レ
イ
ク
ビ
ュ
ー
水

戸
で
開
催
し
た
私
学
経
営
研
修
会

は
、
全
国
の
私
立
中
学
高
校
の
理

事
長
、
校
長
等
百
四
十
五
名
が
参

加
、「
明
日
へ
と
向
か
う
私
学
の

教
育
と
経
営
の
展
望
」
を
研
究
の

ね
ら
い
に
、
困
難
に
打
ち
克
つ
た

め
の
「
教
育
」「
募
集
対
策
」「
人

材
育
成
」
を
多
角
的
に
探
っ
た
。

開
会
式
で
、
吉
田
晋
理
事
長
は「
東

北
三
県
に
次
ぐ
震
災
被
害
を
受
け

た
茨
城
県
の
協
力
に
応
え
研
修
会

を
通
し
県
私
学
の
復
興
を
支
援
す

る
。
一
校
一
校
が
力
を
合
わ
せ
私

学
全
体
の
底
上
げ
と
活
性
化
を
進

め
た
い
」
と
述
べ
た
。
高
橋
靖
・

水
戸
市
長
は
人
づ
く
り
を
重
視
し

た
教
育
の
取
り
組
み
を
語
っ
た
。

基
調
講
演
で
は
高
野
英
一
・
タ
カ

ノ
フ
ー
ズ
（
株
）
取
締
役
会
長
が

「
自
分
づ
く
り

自
己
づ
く
り
と

経
営
」
と
題
し
、
経
営
者
の
姿
勢

と
信
念
、
社
員
と
次
世
代
の
成
長

を
促
す
教
育
環
境
整
備
と
生
涯
学

習
の
重
要
性
を
論
じ
た
。
中
央
と

開
催
県
の
情
勢
報
告
で
は
、
中
高

連
か
ら
吉
田
晋
会
長
に
よ
る
私
学

助
成
と
教
育
費
、
高
校
無
償
化
・

就
学
支
援
金
と
生
徒
収
容
等
の
課

題
、
教
員
資
質
向
上
策
と
高
校
教

育
改
革
案
等
私
学
を
取
り
巻
く
最

新
情
勢
の
講
演
、
實
吉
幹
夫
教
育

制
度
委
員
長
に
よ
る
教
育
制
度
改

革
の
動
向
、
中
教
審
等
へ
の
私
学

の
対
応
と
理
念
等
を
報
告
の
後
、

吉
田
淳
・
茨
城
県
私
学
振
興
室
長

が
県
の
私
学
振
興
策
と
震
災
対
応

を
報
告
し
た
。
日
私
教
研
か
ら
中

川
武
夫
所
長
に
よ
る
研
修
・
研
究

活
動
を
通
し
た
私
学
人
育
成
の
報

告
の
後
、
パ
ネ
ル
・
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
で
は
、
工
藤
誠
一
・
聖
光

学
院
中
学
高
校
理
事
長
・
校
長
、

教
育
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
野
原
明

氏
、
森
征
一
・
常
磐
大
学
学
長
が

研
究
の
ね
ら
い
の
三
論
点
か
ら
報

告
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
木
内

秀
樹
・
東
京
成
徳
大
学
中
学
高
校

校
長
が
提
言
を
引
き
出
し
た
。
教

育
懇
談
会
で
は
橋
本
昌
・
茨
城
県

知
事
が
挨
拶
し
た
。
翌
日
の
意
見

交
換
会
で
は
、
世
話
役
を
軸
に
、

教
育
理
念
と
経
営
課
題
、
学
校
改

革
、
リ
ー
ダ
ー
と
人
材
育
成
、
安

全
危
機
管
理
、
募
集
・
進
路
対
策

の
テ
ー
マ
別
グ
ル
ー
プ
討
議
で
参

加
者
が
課
題
を
報
告
、
意
見
・
情

報
を
共
有
し
た
。
午
後
に
は
茨
城

中
学
高
校
・
水
戸
女
子
高
校
と
茨

城
キ
リ
ス
ト
教
学
園
中
学
高
校
・

水
城
高
校
の
二
コ
ー
ス
で
授
業
・

施
設
を
視
察
、
震
災
時
の
学
校
対

応
の
説
明
を
受
け
た
。
次
年
度
は

広
島
県
・
広
島
市
で
二
十
五
年
六

月
六
日
・
七
日
に
開
催
予
定
。

一
般
財
団
法
人
日
本
私
学
教
育

研
究
所
は
五
月
十
五
日
、
東
京
・

ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ
谷
で
新
法
人

初
の
理
事
会
・
評
議
員
会
を
開
催

し
た
。

吉
田
晋
理
事
長
は
挨
拶
の
中
で

新
法
人
運
営
へ
の
協
力
を
新
役
員

等
に
向
け
て
要
請
し
た
。
同
会
議

で
は
、
平
成
二
十
三
年
度
事
業
報

告
案
、
平
成
二
十
三
年
度
会
計
決

算
報
告
案
、
平
成
二
十
三
年
度
会

計
監
査
報
告
、
諸
規
程
の
改
定
、

創
立
五
十
周
年
記
念
事
業
の
五
議

案
を
審
議
し
承
認
さ
れ
た
。
中
川

武
夫
所
長
に
よ
る
前
年
度
事
業
報

告
、
前
年
度
決
算
案
の
承
認
に
伴

い
同
決
算
額
を
も
っ
て
行
う
公
益

目
的
財
産
額
決
定
の
申
請
、
定
款

制
定
に
伴
う
諸
規
程
の
改
廃
が
了

承
さ
れ
た
。

ま
た
、
正
副
理
事
長
等
か
ら
な

る
創
立
五
十
周
年
記
念
事
業
準
備

委
員
会
の
設
置
が
承
認
さ
れ
、
内

容
は
今
後
検
討
す
る
。

教
育
課
程
部
会
が
六
月
二
十
九

日
、
東
京
・
ホ
テ
ル
ル
ポ
ー
ル
麹

町
で
開
か
れ
、
約
百
五
十
名
が
次

年
度
入
学
生
か
ら
実
施
の
新
高
等

学
校
学
習
指
導
要
領
を
受
け
、
各

校
で
の
教
育
課
程
編
成
状
況
に
つ

い
て
講
演
、
情
報
交
換
等
を
通
じ

て
研
究
を
深
め
た
。
前
大
学
入
試

セ
ン
タ
ー
試
験
・
研
究
統
括
官
の

柴
田
洋
三
郎
氏
は
、
平
成
二
十
五

・
二
十
六
年
度
の
大
学
入
試
セ
ン

タ
ー
試
験
の
出
題
教
科
・
科
目
の

出
題
方
法
、
新
高
等
学
校
学
習
指

導
要
領
に
対
応
し
た
平
成
二
十
八

年
度
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
か

ら
の
出
題
教
科
・
科
目
等
の
最
終

ま
と
め
等
セ
ン
タ
ー
試
験
を
取
り

巻
く
諸
状
況
を
解
説
し
た
。
東
北

大
学
、
明
治
大
学
、
京
都
大
学
、

立
命
館
大
学
が
セ
ン
タ
ー
試
験
の

活
用
方
策
と
高
校
に
求
め
た
い
こ

と
を
パ
ネ
ル
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
形
式
で
聞
い
た
。
参
加
者
に
よ

る
情
報
交
換
で
は
、
各
校
の
教
育

課
程
編
成
事
例
を
基
に
セ
ン
タ
ー

試
験
の
出
題
教
科
・
科
目
を
視
野

に
入
れ
た
編
成
、
中
高
一
貫
教
育

に
お
け
る
教
育
課
程
の
基
準
の
特

例
導
入
に
つ
い
て
議
論
し
た
。

北
関
東
地
区
研
修
会
（
群
馬
・

茨
城
・
栃
木
・
新
潟
県
対
象
）
が

渋
川
市
・
ホ
テ
ル
天
坊
で
、
関
東

地
区
千
葉
県
研
修
会
が
千
葉
市
・

ホ
テ
ル
グ
リ
ー
ン
タ
ワ
ー
幕
張

で
、
六
月
十
三
日
～
十
五
日
に
開

催
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
五
十
八
名
、

八
十
三
名
が
参
加
し
た
。
研
修
会

で
は
私
学
の
現
状
と
課
題
、
生
徒

指
導
、
学
習
指
導
、
学
級
経
営
等

を
テ
ー
マ
に
、
講
義
を
中
心
に
参

加
者
に
よ
る
自
主
的
な
討
議
に
相

当
の
時
間
を
充
て
、
先
輩
教
員
が

き
め
細
か
な
指
導
に
当
た
り
、
参

加
者
は
講
義
・
討
議
・
交
流
会
等

で
他
校
教
員
と
の
交
流
を
通
し
て

授
業
運
営
上
の
悩
み
、
今
後
の
学

校
生
活
を
語
り
合
い
、
私
学
の
共

通
課
題
と
し
て
捉
え
、
有
意
義
な

時
を
共
有
し
た
。

日日
私私
教教
研研
だだ
よよ
りり

第
１
回
理
事
会
・
第
１
回
評
議
員
会
開
催

私
学
経
営
研
修
会
に
１４５
人
が
参
加

私
立
学
校
専
門
研
修
会
・

教
育
課
程
部
会
を
開
催

（８）平成２４年６月３０日私 学 時 報（第三種郵便物認可）第１２１４号


